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研究成果の概要（和文）：グローバルに事業を展開する企業は、持続可能な社会の実現に向けて大きな役割を果たすこ
とができる。本研究では、日本企業による環境経営の海外事業およびサプライチェーンへの移転について分析した。ア
ンケート調査によって得たデータを使って統計的な分析を行ったほか、文献のレビュー、日本企業の事例研究を行った
。
研究成果は、IFSAM(2014), Euro-Asia (2014), TMS(2014)などで発表し、国内海外の雑誌に論文を発表した。　

研究成果の概要（英文）：Firms which operate globally can play important role for the realization of 
sustainable society. This research analyzed the transfer of environmental management to overseas 
opeartiond and supply chain by Japanese multinational firms. Statisticakl analysis usign the data 
obtained from questionnaire survey, and theoretical review of literature and case studies of Japanese 
firms.
The results of study were presented in the international conferecne such as IFSAM2014, Euro-Asia 2014 and 
TMS 2014. They are also published in the Japanese and foreign journals.

研究分野：経営学
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１． 研究開始当初の背景 
社会の持続可能な発展のために、グローバ
ルな事業展開をする大企業が果たす役割が
大きい。企業による環境経営取り組みの海外
移転の研究は国内・国外のいずれにおいても
まだほとんどなく、重要な研究領域である。
本研究は、日本企業の環境経営の先進性を示
し、海外へ情報発信しながら、理論的にも政
策的にも新しい領域を開こうとするもので
ある。  

 
２．研究の目的 
本研究では、日本企業の発展途上国におけ
る環境経営の移転普及について、独自の理論
モデルを構築し、移転の実態無、移転の規定
要因およびメカニズムを明らかにする。さら
に CSR および業績と環境経営の海外移転と
の関係を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
ベトナム、タイ、において日系企業の子会
社でアンケート調査を行いデータを収集し
ている。共分散構造分析、多重回帰分析の手
法によって環境経営の移転および環境パフ
ォーマンスの規定要因とメカニズムを明ら
かにする。 
また複数国で聞き取り調査を行い、移転の
ケーススタディをしている。全体として理論、
統計、事例を体系的に結合させながら分析を
行っている。 
 
４．研究成果 
研究成果は、IFSAM 2012,IFSAM2014 の他、
カナダ、チリ、ポルトガル、台湾等の国際会
議で発表した。国内では環境経済・政策学会
で発表した。また、論文は、 Applied 
Environmental Research, World Review of 
Business Research, Journal of Business 
Administration  Research, 組織科学等で
発表した。 
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